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使用しているデータについて

本調査研究では、全国の教育委員会（悉皆）と公立小中学校（抽出/各1100校程度）
を対象として、令和4年度の不登校支援等に関する取組状況についてのアンケート
調査を実施し、児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査等
のデータと組み合わせて分析を行った。

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の
諸課題に関する調査（平成30年度～令和4年度）

新規アンケート調査

全国学力・学習状況調査（令和4年度）

学校基本調査（令和4年度）



教育委員会における研修や

教育支援センターの取組内容に差があり



教育委員会における研修や教育支援センターの取組内容に差があり

【図表】不登校に特化した研修実施状況（対象：教育委員会）

一方、「実施していなかった」という教育委員会も4割強存在している。

不登校に特化した研修の実施状況を見ると、
「生徒指導担当教員を対象とした研修」を4割弱の教育委員会が実施している。



【図表】教育支援センターの取組内容（対象：教育委員会）

教育支援センターの取組内容を見ると、「オンラインで学習できる環境整備」や、

「相談・指導等に繋がっていない児童生徒への訪問支援・訪問相談」については、

  実施する教育委員会が限られている取組であるといえる。



学校におけるSSWの配置状況に差があり



学校におけるSSWの配置状況に差があり

SSWを配置している学校の割合は、小学校で53.9％、中学校で56.1％となって
配置無しが4割を超える。

【図表】
不登校に特化した研修実施状況（対象：小学校）

配置済みの学校の中でも、SSWの勤務年数にはばらつきがある。

【図表】
 不登校に特化した研修実施状況（対象：中学校）



SV配置のばらつきと

不登校特化研修等の取組との関連性



SV配置のばらつきと不登校特化研修等の取組との関連性

【図表】SV（スーパーバイザー）の配置（対象：教育委員会）

※アンケート調査ではSVの配置状況を確認したが、ヒアリング調査では、SVのような役割で

   専門職に向けた助言や質向上のための人員を配置している教育委員会も多く確認された

SCやSSWに特化したSVの配置について、8割の教育委員会では未配置であり、
現状では配置する教育委員会は2割にとどまる。



教育委員会におけるSVの配置は、教育委員会による他の多くの取組項目との正の相関が
確認されており、特に「不登校に特化した研修の実施」との間で正の相関が確認された。

【図表】SVの設置状況別に見た、不登校特化研修の実施状況（対象：教育委員会）

SVを配置している教育委員会ほど不登校対策の他の取組も実施している、
あるいは取組が必要な教育委員会ほどSVを配置している、という関係性が示唆される。



過去5年間の

アウトカムの経年推移状況の分類



過去5年間のアウトカムの経年推移状況の分類

高発生持続型 各年度のアウトカムデータが一貫して全国平均よりも高い群

高発生移行型 アウトカムデータが全国平均より低かったが、途中から高くなった群

低発生持続型 各年度のアウトカムデータが一貫して全国平均よりも低い群

低発生移行型 アウトカムデータが全国平均より高かったが、途中から低くなった群

平成30年度から令和4年度までの児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に
関する調査結果より、「長期欠席者数」「不登校者数」「不登校新規発生数」の
3つのアウトカムデータの経年推移状況を分析し、下記4パターンに分類した。
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紹介する実践事例の全体像

校内支援体制の中核を担う教員の配置（神奈川県川崎市）

ピア・サポートを中心としただれもが行きたくなる学校づくり（岡山県総社市）

不登校やいじめの早期発見のため、全学校に学級風土等を確認するアンケートツールを導入
（東京都文京区）

校内教育支援センターの支援員の配置と質向上の取組（埼玉県深谷市）

事例①

事例② 「学校での支援体制づくりへの支援」

事例③ 「学校での未然防止・早期対応への支援」

事例④ 「学校での困難課題対応への支援」

「教育委員会としての支援力強化の取組」



主な取組

・教育支援センター内の教室の見直し

・多様なニーズをもつ児童生徒への居場所・教室づくり

・保護者支援の取組

・教育委員会の指針や方針の策定 等

生徒指導提要との関係・・・
第3章  チーム学校による生徒指導体制
（学校と教育委員会）

紹介する実践事例の全体像

事例① 「教育委員会としての支援力強化の取組」
校内支援体制の中核を担う教員の配置（神奈川県川崎市）



紹介する実践事例の全体像

ピア・サポートを中心としただれもが行きたくなる学校づくり（岡山県総社市）

主な取組

・学級風土改善やSST（SEL）の取組

・不登校の未然防止にも寄与する、学校への柔軟な人員配置・研修

・チーム支援に向けた校務分掌の設定

・支援力向上のための方針設定・データ共有 等

生徒指導提要との関係・・・
第1章 発達支持的生徒指導
生徒指導の基盤 等

（生徒指導の2軸3類4層構造）

事例② 「学校での支援体制づくりへの支援」



紹介する実践事例の全体像

生徒指導提要との関係・・・ 第1章 課題予防的生徒指導

（生徒指導の2軸3類4層構造）

主な取組

・学級風土や学校生活に関するアンケート調査の導入・研修

・専門家による発達等に関するアセスメントや見取り

・保護者向けの早期発見・早期支援のための啓発

・気になる児童生徒に関する情報共有 等

不登校やいじめの早期発見のため、全学校に学級風土等を確認するアンケートツールを導入

事例③ 「学校での未然防止・早期対応への支援」
（東京都文京区）



紹介する実践事例の全体像

校内教育支援センターの支援員の配置と質向上の取組（埼玉県深谷市）

主な取組

・SCやSSWのためのSVや研修

・児童生徒ごとの支援プログラムづくり

・校内別室に特化した人員配置・研修 等

（生徒指導の2軸3類4層構造）

生徒指導提要との関係・・・第1章 困難課題対応的生徒指導

事例④ 「学校での困難課題対応への支援」



教育委員会としての支援力強化（神奈川県川崎市）

事例①

校内支援体制の中核を担う教員の配置

不登校の発生状況の5年間の傾向

低発生移行型

事例集 第3章 P.25参照

取組開始の経緯・ねらい 取組の内容・工夫

・ ・

・

小学校では、児童が抱える様々な課
題に担任だけで対応するのは困難と
いう問題意識がかねてからあった。

校長から推薦のあった教員を「支援
教育コーディネーター」として配置。
支援教育コーディネーターは、各教
員が孤立しないように調整するチー
ムリーダーのような役割がある。

コーディネーターの機能の充実を図
るため、小学校は専任化、その他の
校種は担当する教員の授業等の業務
負担を軽減する等、不登校の未然防
止や早期対応を含めて、校内支援体
制の構築に向けた取組を行っている。

市独自の取組として平成24年度から
教育相談・特別支援教育・児童指導
の3つの機能をもつ「児童支援コー
ディネーター」の配置を開始。その
後、全ての子どもの教育的ニーズに
対応する「支援教育の推進」という
観点で、名称を「支援教育コーディ
ネーター」に統一して全市立学校に
拡充、令和4年度に全校配置を完了し
た。

・



・支援教育コーディネーターに指名された教員等に向けた年7回の研修の他、年4回の支援教育
   コーディネーターの情報共有の会議も実施し資質向上の取組を豊富に行っている。

・また、令和5年度からの「不登校対策の充実に向けた指針」の策定に向けた検討過程は、
   市の職員が一斉に不登校対策を考える1つの契機となった。

取組が定着できている理由

出所：川崎市ホームページ



学校での支援体制づくりへの支援（岡山県総社市）

事例②

「だれもが行きたくなる学校づくり
（通称 だれいき）」は15年前から
  実施している。

取組の1つであるピア・サポートに
ついては、一部の児童生徒だけで
なく、全ての児童生徒がサポート
をする・される経験ができること
を目指している。

幼稚園～中・義務教育学校まで、
様々な行事に取り組みながら人と
関わる機会を増やし、できるだけ
多くコミュニケーションの経験を
積むことを重視している。

校内の学年を超えたピア・サポー
トを実施している
（例：学年横断の掃除班、宿泊行事前
の持ち物のアドバイス、体育祭で同じ

種目に取り組む中でのコツの伝授等）。

取組開始の経緯・ねらい 取組の内容・工夫

・

・

・

・

ピア・サポートを中心とした、だれもが行きたくなる学校づくり

不登校の発生状況の5年間の傾向

その他
（低発生持続・高発生移行混合）

事例集 第3章 P.36参照



取組が定着できている理由

各校で推進委員・シニアリーダーを決めている。推進委員・シニアリーダーは校内の
「だれいき」を推進する役割を担っており、新しく来た教職員に対しても「だれいき」
 の理念を伝え、研修を行っている。

出所：総社市ホームページ



学校での未然防止・早期対応への支援（東京都文京区）

事例③

以前から個別学校単位で心の健
康観察として学級満足度を確認
するアンケートツールの活用を
行っており、「是非教育セン
ターで予算化してほしい」とい
う声があった。早期発見の取組
として開始！

令和元年度より区内全学校に、
学習集団アセスメントとして、
市販のアンケートツールを導入。
（年2回分）

学校生活の中での児童生徒の意
欲や満足感、学級集団の状態等
を把握することができ、不登校
の早期発見、いじめ被害にあっ
ている児童生徒の発見・深刻化
の防止等にも活用されている。

取組開始の経緯・ねらい 取組の内容・工夫

・ ・

・

不登校やいじめの早期発見のため、

全学校に学級風土等を確認するアンケートツールを導入

不登校の発生状況の5年間の傾向

低発生移行型

事例集 第3章 P.23参照



活用支援として、教員と一緒にケース検討を行う研修講師の予算も確保しており、
各学校でアンケート結果に基づいた学級経営方針を学ぶ機会をつくっている。

取組が定着できている理由



他にもこんな取組も！

・校内居場所（別室）対応指導員の配置と研修

（学校に派遣する専門スタッフの学びの機会やつながりづくりを積極的に支援）

写真提供：文京区教育委員会



学校での困難課題対応への支援（埼玉県深谷市）

事例④

令和4年度から全小中学校に校内
教育支援センター（アプローチルー

ム）を設置するとともに、
「学校総合支援員」を配置。

学校総合支援員は教員免許を条件と
しているため、単独で学習指導が
できる。

週4日、1日5時間勤務であり、
学校によって登校渋りのある児童生徒
の登下校時間に合わせた時間帯に勤務
している。中学校では、教育相談員と
学校総合支援員が勤務時間を1時間ず
らして相互に連携しているケースもあ
る。

アプローチルームは、学校内の
安心できる居場所として機能し
ている。

取組開始の経緯・ねらい 取組の内容・工夫

・ ・

・

・

校内教育支援センターへの支援員の配置・質向上の取組

不登校の発生状況の5年間の傾向

低発生持続型

事例集 第3章 P.21参照



教員勤務実態調査（令和4年度）

・また、教育支援センターに不登校支援アドバイザー（学校心理士、上級カウンセラー）を配置。
   学校総合支援員の統括として、各校のアプローチルームを訪問し、学校総合支援員に助言も
行っている。

・学校総合支援員を対象に、年間5回の研修を実施している。

取組が定着できている理由

写真提供：深谷市教育委員会
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今後の実践に向けた振り返りのポイント

動画で紹介されていた事例の中で、

特に印象に残った事例と、気になったポイントはどこですか。

御自身の教育委員会において、Q1のような取組を行う場合、

障壁や課題になりそうなことはどんなことですか？

Q2の障壁や課題を解決するために、御自身が取り組みたいこと、

周囲と一緒に取り組めそうなことはどんなことですか？

今回の動画を、教育委員会内の他の職員におすすめするなら、

どのように表現しますか？

Q1

Q2

Q3

Q4
※御自身の教育委員会と似ているところや、参照しやすいところ、

必要性の高いところ等を中心に説明してください。



関連資料の紹介

新規アンケート調査

本事業で作成した事例集では、
（不登校・いじめ対策等の効果的な活用の推進に向けた調査研究 事例集）

今回紹介した事例の詳細に加え、多数の事例を
紹介しています。

是非動画と併せて御覧ください。



関連資料の紹介

独立行政法人教職員支援機構（NITS）では、『生徒指導提要』の改訂をふまえた

これからの生徒指導の方向性についての解説動画を作成しています。

こちらも併せて御覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=kys1neF3OfM
https://www.youtube.com/watch?v=8VEUcdCVdfU
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